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寒河江高校生徒会
＋

寒河江市議会

特 集

　本市議会が開催する高校生との意見交換会も３回目を迎えました。今回は寒河江高校生徒会
の皆さんを招き、高校生のまちづくりなどに対する率直な意見を伺いました。
　意見交換会は、本市議会として初めて「ワールドカフェ」という手法を取り入れ、「寒河江
市の今と未来」をテーマとして実施しました。

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
っ
て
??

 　
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

雰
囲
気
の
中
で
、少
人
数
に
分
か
れ
た

テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
自
由
な
対
話
を
行
い
、

ほ
か
の
テ
ー
ブ
ル
と
メ
ン
バ
ー
を
入
れ

替
え
な
が
ら
対
話
を
続
け
る
手
法
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
自
身
の

思
い
を
話
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ

と
を
考
え
、ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
①

　
寒
河
江
市
の
良
い
と
こ
ろ
、残
念
な

と
こ
ろ
は
な
ん
で
す
か
。

良
い
と
こ
ろ

■
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
あ
り
、温
か

み
が
あ
る
。 

■
自
然
が
豊
か
で
、景
観
が
良
い
。 

■
災
害
が
少
な
い
。

■
ラ
ー
メ
ン
が
お
い
し
い
。

■
子
育
て
施
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

■
神
輿
の
祭
典
な
ど
の
伝
統
的
な
イ
ベ

ン
ト（
祭
り
）が
あ
る
。

■
足
湯
が
良
い
。

■
さ
く
ら
ん
ぼ
を
は
じ
め
と
す
る
農
産

物
が
魅
力
的
。

残
念
な
と
こ
ろ

■
バ
ス
や
左
沢
線
の
本
数
が
少
な
い
。 

■
街
灯
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。 

■
フ
ロ
ー
ラ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
を
充
実
さ
せ

て
ほ
し
い
。

■
学
習
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
。

■
ま
ち
の
メ
イ
ン
と
な
る
場
所
が
な
い
。

■
中
高
生
向
け
の
楽
し
め
る
場
所
が
少

な
い
。

■
レ
ジ
ャ
ー
や
宿
泊
施
設
が
少
な
い
。

■
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
が
寒
河
江
駅
ま
で
し
か

導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
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テ
ー
マ
②

　
10
年
後
の
寒
河
江
市
が「
住
み
た
い

ま
ち
」に
な
っ
て
い
た
ら
、ど
ん
な
ま
ち

に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

 

■
若
者
向
け
の
施
設
や
大
型
商
業
施
設

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。 

■
公
共
交
通
機
関
が
充
実
し
て
い
る
。 

■
広
い
公
園
の
整
備
な
ど
子
育
て
し
や

す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

■
寒
河
江
の
温
泉
を
利
用
し
た
医
療
施

設
が
あ
る
。

■
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
活
発
で
、地
域
の

つ
な
が
り
が
深
い
ま
ち
。

意
見
交
換
会
を
終
え
て
の
感
想
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

生
徒
会
役
員

■
寒
河
江
市
に
つ
い
て
、自
分
で
は
気

づ
い
て
い
な
か
っ
た
良
い
と
こ
ろ
や
、

感
じ
て
い
な
か
っ
た
課
題
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。も
っ
と
寒
河
江
を
良
く
し

た
い
と
考
え
る
と
と
も
に
、学
校
全
体

で
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
改
め
て
思
っ
た
。ま
た
、普
段
は

な
じ
み
の
な
い
議
場
に
入
り
、席
に
座

る
と
い
う
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
に
つ
い
て
考
え
、

こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
に
向
け
た
こ
と
と

若
者
に
向
け
た
こ
と
の
両
方
の
面
か
ら

何
か
を
す
る
こ
と
が
将
来
に
向
け
て
重

要
に
な
る
の
だ
と
感
じ
た
。

■
今
回
は
会
話
を
楽
し
む
こ
と
を
大
切

に
す
る「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」と
い
う
方

法
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。自
分
た
ち

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、多
角
的

な
観
点
で
ま
ち
を
見
つ
め
、足
り
な
い

部
分
を
補
う
た
め
の
話
し
合
い
を
し
て

い
く
こ
と
だ
と
、こ
の
会
を
通
し
て

思
っ
た
。

議 
員

■
初
め
て
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で

の
意
見
交
換
会
だ
っ
た
が
、リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
活
発
な
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

■
生
徒
達
は
、身
の
回
り
の
交
通
網
や

働
く
場
所
、医
療
、子
育
て
す
る
環
境
な

ど
、社
会
人
と
し
て
必
要
な
事
柄
を
具

体
的
に
考
え
て
い
た
。さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
充
実
し
た
意
見

交
換
会
と
な
っ
た
。

■
伝
統
文
化
や
自
然
景
観
、特
産
品
な

ど
の
本
市
の
魅
力
を
も
っ
と
磨
き
上
げ

て
広
報
す
べ
き
だ
と
い
う
、と
て
も
核

心
を
突
い
た
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。

寒
河
江
高
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん
、貴
重

な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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民生費
33.3％
民生費
33.3％

総務費 19.7％総務費 19.7％

一般会計歳出
（目的別）

一般会計歳出
（目的別）

医療や介護、子育て
等に使われる費用。
医療や介護、子育て
等に使われる費用。

建設関係の他
除雪も
この項目です

建設関係の他
除雪も
この項目です

市民税や固定資産税
等、私達が納付して
いるお金です。

市民税や固定資産税
等、私達が納付して
いるお金です。

使用目的が
決められている
お金です。

使用目的が
決められている
お金です。

各自治体の財力や規模
に応じて国から交付
されます。

各自治体の財力や規模
に応じて国から交付
されます。

商工関係の他
観光振興も
この項目です

商工関係の他
観光振興も
この項目です

支出

収入
一般会計

歳入
一般会計

歳入

教育費
9.7％
教育費
9.7％

土木費
10.8％
土木費
10.8％

農林水産業費
2.9％
農林水産業費
2.9％

その他
1.1％
その他
1.1％

市税
23.2％
市税
23.2％

寄付金
6.9％
寄付金
6.9％

自主
財源
47.5％

自主
財源
47.5％

依存
財源
52.5％

依存
財源
52.5％

繰越金・諸収入等
17.4％
繰越金・諸収入等
17.4％地方交付税

地方特例交付金等
22.2％

地方交付税
地方特例交付金等
22.2％

国庫支出金 
12.5％
国庫支出金 
12.5％

県支出金
7.4％
県支出金
7.4％

その他
5.4％
その他
5.4％市債

5.0％
市債
5.0％

消防費
3.1％
消防費
3.1％

商工費
5.6％
商工費
5.6％

公債費
6.9％
公債費
6.9％

衛生費
6.9％
衛生費
6.9％

寒河江市の令和６年度予算を可決
議第７号～議第15号

令 和 ６ 年 度 予 算

一般会計や市立病院事業会計、
国民健康保険特別会計など、市
長から寒河江市の令和６年度予
算案が提案され、本会議及び予
算特別委員会で審査しました。
その結果、全ての予算案が提案
どおり可決されました。

一般会計予算

　定例会で審査した議案のうち、特に皆さんに知っておいてほしいことをピックアップします。

※金額は、１万円未満を四捨五入して表記しています。

ここ ががポイント
令和令和６年 年 ３月定例月定例会会

（（２月月29日～日～３月月22日日 //23日間）日間）

　217億6000万円 対前年度比 1億4000万円
 0.6％増

主な事業会計 収　入 支　出

市立病院
事業会計

収益的 20億1700万円 21億 400万円

資本的 2億3015万円 2億6430万円

水道事業
会　　計

収益的 10億8062万円 10億3600万円

資本的 1億1875万円 6億5715万円

主な事業会計 収　支

国民健康保険特別会計 40億2947万円

介護保険特別会計 44億7643万円
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〇 教育費　学校再編整備事業費　5435万円

　新しい中学校づくりの準備のため、改定された学校施設整備計画に基づき建設候補地選定や
施設整備基本構想・基本計画の策定等を行うもの。

【こんな質疑が行われました】

Ｑ．基本構想・基本計画の策定について、具体的な業務はどのようなものか。
Ａ ．主なものとしては、施設配置のゾーニング（区分け）や土地利用計画図の作成、敷地造成
の概略の検討を考えています。

中学校統合に向けた計画を策定

〇 総務費　庁舎施設整備事業　7522万円

　事業の主なものとして、災害時等における非常用発電設備の市庁舎への整備と公用の電気自
動車のための充電設備を車庫へ設置するための配線工事を行うもの。

【こんな質疑が行われました】

Ｑ．非常用発電設備の詳細は。
Ａ ．災害時には市庁舎１階に災害対策本部が設置される
ため、１階と２階の全ての照明とコンセントが使用で
きるような発電設備を設置する予定です。

市役所に非常用発電設備を整備

〇 土木費　チェリーランド・ギャザリングスポット整備事業　３億4995万円

　国道112号線通行者が利用するトイレの機能に加え
て、休憩スペースや授乳・調乳等乳幼児スペース、コイ
ンシャワーなどのさまざまな機能を有するギャザリング
スポット（多機能型休憩スポット）を整備するもの。

チェリーランドに多機能型休憩スポットを整備

イメージ図イメージ図

令 和 ５ 年 度 補 正 予 算
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　市民の約２割に当たる７千人以上がマイナンバーカードを取得しておらず、また、
取得していても２千人以上が保険証とひも付けしていない状況となっている。高齢者
や障がい者、DV 被害者などプライバシー保護が必要な社会的弱者が多数だ。地区別
では、高齢化率が高い白岩、醍醐、三泉、高松及び柴橋の各地域の方々が、それに代
わる「資格確認書」が必要になり、大変困ると予想される。チェリンペイが使えない
のと同じように、紙ベースでしっかりフォローすべきである。

　資格情報のひも付けエラーや機器の接続トラブルがあったため不安だという意見は
よく分かる。しかし、厚労省によると、資格過誤に起因する事務負担が、保険者・医
療機関等あわせて年間約80億円程度あると試算されており、これらの問題は、現行の
保険証を使い続ける限り今後も発生する。運用についてトラブルが起こらないシステ
ムにし、国民の不安を払拭するための措置完了が大前提だが、期限を設けず現行の保
険証を使い続けるよう求めるこの請願の採択には反対である。 

お年寄りや障がい者に優しい政策を 

期限を設けずに、現行の保険証をこのまま使い続けることには反対

賛
成

　12月から現行の保険証の廃止が決まっているが、社保協が行った医療機関へのアン
ケートでは、医療現場での大混乱が予想される。マイナ保険証の利用率が５％と進ま
ない中、現段階では時期尚早ではないか。マイナカードの必要性は分かるが、保険証
を廃止して困るのは往診診療や発熱外来など、窓口に来られない方、高齢者や障がい
者の方々と、昼夜を問わず頑張っておられる医療従事者の方々である。マイナ保険証
と現行の保険証の併用を求める請願に賛成である。

反
対

議 論 ク ロ ー ズ ア ッ プ
【討論要旨】
健康保険証を廃止せず存続を求める意見書の提出に関する請願（請願第１号）

医療機関でマイナ保険証のトラブルに不安。まだ、保険証を残して 

壮風会
後藤健一郎　議員

無会派
太田　陽子　議員

賛
成

さわやか・立憲クラブ
渡邉　賢一　議員

請 願
健康保険証を廃止せず存続を求める意見書の提出に関する請願

請願者：山形県社会保障推進協議会　会長　高木紘一　　　紹介議員：太田陽子

【請願概要】
　下記項目について、国への意見書提出を求める
　・マイナ保険証の運用について、トラブルが起こらない抜本的なシステムを構築すること
　・マイナ保険証と並行して、現行の保険証を廃止せず使用できるようにすること
この請願は賛成少数で不採択としました。
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令 和 ６ 年 ３ 月 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

承認
第１号

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度寒河江市一般会計補正予算
（第８号）） 

承認
(全会一致 ) 議第20号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例の一部改正について 
可決

(全会一致 )

議第１号 寒河江市教育委員会教育長の任命について 同意
(全会一致 ) 議第21号

寒河江市会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例及び寒河江市職員の育児
休業等に関する条例の一部改正について 

可決
(全会一致 )

議第２号 寒河江市醍醐財産区管理会財産区管理委
員の選任について 

同意
(全会一致 ) 議第22号 佐藤文庫図書購入基金条例等の廃止について 可決

(全会一致 )

議第３号 令和５年度寒河江市一般会計補正予算
（第９号） 

可決
(全会一致 ) 議第23号 寒河江市都市計画税条例の一部改正について 可決

(全会一致 )

議第４号 令和５年度寒河江市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号） 

可決
(全会一致 ) 議第24号 寒河江市高齢者寿賀祝品等支給条例の一

部改正について 
可決

(全会一致 )

議第５号 令和５年度寒河江市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号） 

可決
(全会一致 ) 議第25号 寒河江市医療費支給に関する条例の一部

改正について 
可決

(全会一致 )

議第６号 令和５年度寒河江市水道事業会計補正予
算（第２号） 

可決
(全会一致 ) 議第26号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改

正について 
可決

(全会一致 )

議第７号 令和６年度寒河江市一般会計予算 可決
(全会一致 ) 議第27号 寒河江市介護保険条例の一部改正について 可決

(全会一致 )

議第８号 令和６年度寒河江市国民健康保険特別会
計予算 

可決
(全会一致 ) 議第28号

寒河江市指定地域密着型サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例等の一部改正について 

可決
(全会一致 )

議第９号 令和６年度寒河江市後期高齢者医療特別
会計予算 

可決
(全会一致 ) 議第29号 寒河江市水道事業及び下水道事業の設置

等に関する条例の一部改正について 
可決

(全会一致 )

議第10号 令和６年度寒河江市介護保険特別会計予算 可決
(全会一致 ) 議第30号

寒河江市水道給水条例及び寒河江市水道
事業に係る布設工事監督者の配置基準及
び資格基準並びに水道技術管理者の資格
基準に関する条例の一部改正について 

可決
(全会一致 )

議第11号 令和６年度寒河江市介護認定審査会共同
設置特別会計予算 

可決
(全会一致 ) 議第31号

屋内型児童遊戯施設、キャンプ場、グラン
ピング場、ＲＶパーク及び国際チェリー
パークに係る指定管理者の指定について 

可決
(全会一致 )

議第12号 令和６年度寒河江市財産区特別会計（高
松、醍醐、三泉）予算 

可決
(全会一致 ) 議第32号 寒河江市立にしね保育所に係る指定管理

者の指定について 
可決

(全会一致 )

議第13号 令和６年度寒河江市下水道事業会計予算 可決
(全会一致 ) 議第33号 寒河江市いこいの森に係る指定管理者の

指定について 
可決

(全会一致 )

議第14号 令和６年度寒河江市立病院事業会計予算 可決
(全会一致 ) 議第34号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

一部変更について 
可決

(全会一致 )

議第15号 令和６年度寒河江市水道事業会計予算 可決
(全会一致 ) 議第35号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

一部変更について 
可決

(全会一致 )

議第16号
寒河江市立病院事業の設置等に関する条
例及び寒河江市監査委員条例の一部改正
について 

可決
(全会一致 ) 議第36号 令和５年度寒河江市一般会計補正予算

（第10号） 
可決

(全会一致 )

議第17号 寒河江市課制条例の一部改正について 可決
(全会一致 )

請願
第１号

健康保険証を廃止せず存続を求める意見
書の提出に関する請願 

不採択
(賛否表参照)

議第18号 寒河江市情報公開条例の一部改正について 可決
(全会一致 )

議会案
第１号 寒河江市議会委員会条例の一部改正について 可決

(全会一致 )

議第19号 寒河江市行政手続における個人番号の利
用に関する条例の一部改正について

可決
(全会一致 )

賛否表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています。）
議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

採
決
結
果 

柏
倉　
信
一

佐
藤　
政
人

野
口
康
一
郎

児
玉　
　
崇

月
光　
裕
晶

安
孫
子
義
徳

太
田　
陽
子

佐
藤　
耕
治

後
藤
健
一
郎

渡
邉　
賢
一

伊
藤　
正
彦

古
沢　
清
志

太
田　
芳
彦

沖
津　
一
博

荒
木　
春
吉

阿
部　
　
清

請願第１号 ※ × × × × × ○ × × ○ × × × ○ 退 × 不採択
○は賛成、×は反対　退は退席　※議長は採決に加わらない。

提出議案等と採決結果令和６年３月定例会
可決・否決……一般議案、予算等
同意・不同意…人事案件等
認定・不認定…決算議案等
承認・不承認…専決処分議案等
採択・不採択…請願・陳情

令和６年３月定例会の
議案等はこちらから
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市…市長答弁　　教…教育長答弁

社会・暮らし　 質問者 農業　 質問者

多様性を認め合う社会の実現 太田（陽） クマから市民の生命と農作物を守るために Ｐ９ 佐藤(耕)

これからの地域づくり Ｐ10 佐藤（政） 経済　 質問者
物流業界の「2024年問題」とコロナ禍後の地域公共
交通等のドライバー不足に伴う市民への影響 Ｐ10 渡邉 令和６年度当初予算における商工会の要望 Ｐ10 安孫子

健康・福祉　 質問者 防災　 質問者

フレイルチェック事業 太田（芳） 大地震を経験し、本市の備えは Ｐ8 太田(陽)

児童虐待について 月光 能登半島地震の教訓と今後の取り組み Ｐ９ 伊藤

いのち支える寒河江市自殺対策計画(案) 渡邉 教育　 質問者

ＡＥＤを夜間も使用可能にすることについて Ｐ10 安孫子 中学生の部活動改革 Ｐ8 太田（芳）

子育て　 質問者 学校教育 Ｐ11 荒木

保育施設のこれからについて Ｐ９ 月光

一  般  質  問

　
元
旦
に
発
災
し
た
能
登
半

島
地
震
、
本
市
に
も
山
形
盆

地
断
層
帯
が
走
っ
て
お
り
、大
震
災
が
予
想
さ
れ
る
。

本
市
の
備
え
な
ど
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
備
蓄
品

の
整
備
や
被
災
し
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
。 

問
本
市
に
お
け
る
災
害
時
の
備
蓄
品
の
整
備
や
管
理

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

市
市
で
は
災
害
発
生
か
ら
３
日
間
を
想
定
し
た
備
蓄

計
画
を
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
能
登
半
島
地
震
の
被

災
実
態
等
を
踏
ま
え
、
今
後
、
備
蓄
す
べ
き
品
目
や

量
が
適
切
か
ど
う
か
改
め
て
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

問
避
難
が
長
期
化
し
た
場
合
の
食
事
提
供
な
ど
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
避
難
が
長
期
化
し
た
場
合
、
市
が
関
係
機
関
と
連

携
し
て
炊
き
出
し
等
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
食
料

の
安
定
的
な
供
給
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
避

難
所
間
に
格
差
が
出
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

問
木
造
住
宅
耐
震
化
の
現
状
と
対
策
は
。

市
本
市
に
お
け
る
木
造
住
宅
を
含
む
住
宅
耐
震
化
率

は
、
直
近
の
平
成
30
年
の
調
査
で
は
、
86
・
０
％
で

す
。
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
及
び
耐
震
改
修
計
画
に

基
づ
く
工
事
に
対
す
る
補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
ま

す
。

　
休
日
の
部
活
動
が
段
階
的

に
地
域
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
移

行
す
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
過
去
に
は
な
か
っ
た

大
き
な
改
編
で
あ
り
、
地
域
や
子
供
た
ち
、
保
護
者

か
ら
も
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。 

問
ど
の
よ
う
な
背
景
か
ら
中
学
生
の
休
日
の
部
活
動

が
休
み
に
な
る
の
か
。 

教
少
子
化
の
進
展
等
に
よ
り
部
活
動
の
維
持
が
課
題

と
な
り
、
国
か
ら
「
持
続
可
能
な
部
活
動
」
と
「
教

師
の
負
担
軽
減
」
を
目
指
す
方
針
が
出
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
休
日
の
部
活
動
は
行
わ
な
い
こ
と
と
な
り
ま

す
。

問
な
ぜ
部
活
動
改
革
が
必
要
な
の
か
。
当
然
、
目
的

と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
う
が
。

教
将
来
に
わ
た
り
、
生
徒
が
自
ら
望
む
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
芸
術
活
動
に
継
続
し
て
親
し
む
こ
と
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
整
え
る
こ
と
、
ま
た
、
教
員
の
時
間

外
勤
務
時
間
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

問
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
移
行
し
て
ど
ん
な
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
の
か
。

教
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
学
校
部
活
動
の
種
目
に
限

ら
ず
、
自
分
の
好
き
な
競
技
や
活
動
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
活
動

費
用
が
必
要
と
な
る
こ

と
等
が
あ
り
ま
す
。

太
田
陽
子

太
田
陽
子  

議
員
議
員

太
田
芳
彦

太
田
芳
彦  

議
員
議
員

西部地区公民館の防災倉庫西部地区公民館の防災倉庫

ソフトボール大会風景ソフトボール大会風景

中
学
校
の
部
活
動
は

ど
う
変
わ
る

災
害
に
備
え
、備
蓄

品
の
拡
充
を

録画映像は録画映像は
こちらからこちらから

録画映像は録画映像は
こちらからこちらから
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保
育
施
設
の
入
園
は

地
元
優
先
に
す
べ
き

能
登
半
島
地
震
の
教
訓

と
今
後
の
取
り
組
み

ク
マ
か
ら
生
命
と
農
作

物
を
守
る
た
め
に 

　
山
形
県
は
待
機
児
童
ゼ
ロ

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
希
望

し
た
施
設
に
入
所
で
き
ず
に
い
る
保
留
児
童
は
多
く

い
て
、
そ
の
子
た
ち
は
待
機
児
童
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

て
い
な
い
状
況
だ
。 

問
本
市
の
保
留
児
童
は
何
人
い
て
、
そ
の
後
ど
う

い
っ
た
選
択
を
し
た
か
。 

市
令
和
６
年
度
に
、
希
望
す
る
保
育
施
設
に
入
所
で

き
な
か
っ
た
児
童
は
37
名
お
り
、
う
ち
22
名
は
希
望

外
の
保
育
施
設
に
入
所
、14
名
は
幼
稚
園
等
に
入
所
、

１
名
は
家
庭
内
保
育
を
選
択
し
ま
し
た
。 

問
他
地
区
の
児
童
が
入
園
で
き
て
地
元
の
児
童
が
入

園
で
き
て
い
な
い
状
況
は
改
善
す
る
べ
き
。

市
入
所
施
設
を
決
め
る
際
に
は
、
保
護
者
の
就
労
時

間
等
を
基
本
点
数
と
し
、
加
算
項
目
の
一
つ
と
し
て

学
区
内
で
あ
る
こ
と
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
希

望
施
設
に
入
所
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。 

問
特
殊
な
事
情
が
あ
る
家
庭
に
は
面
談
す
る
な
ど
と

い
っ
た
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
入
所
の
受
付
に
際
し
て
は
、
障
が
い
の
有
無
等
の

特
殊
事
情
に
つ
い
て
保
護
者
に
直
接
確
認
を
し
て
い

ま
す
が
、
特
殊
な
事
情
を
く
み
取
れ
る
よ
う
、
聞
き

取
り
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

　
元
日
に
発
生
し
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
能
登
半
島

地
震
に
鑑
み
、
本
市
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

問
能
登
半
島
地
震
で
は
断
水
等
大
き
な
被
害
が
発
生

し
た
が
、
本
市
の
水
道
の
現
状
は
。 

市
本
市
の
水
道
管
の
耐
震
適
合
率
は
、
全
国
及
び
県

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
計
画
に
基
づ
き

着
実
に
耐
震
化
を
進
め
な
が
ら
、
浸
水
及
び
老
朽
化

対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。   

問
災
害
発
生
時
に
頼
り
と
な
る
消
防
団
の
さ
ら
な
る

充
実
に
つ
い
て
の
考
え
は
。   

市
消
防
団
の
充
実
強
化
に
向
け
た
実
践
的
な
訓
練
で

団
員
の
資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
や
り
が
い
を

持
っ
て
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
ま
た
、

機
能
別
消
防
団
の
事
例
等
も
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

問
能
登
半
島
地
震
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
と
今
後
の
取

り
組
み
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
家
屋
倒
壊
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
寸
断
の
印
象
が
強

く
、
住
宅
や
水
道
管
基
幹
管
路
の
耐
震
化
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
避
難
所
の
運
営
等
、
人
命
を
最
も
重

視
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
で
対
策
し
備
え
て

い
き
ま
す
。

　
ク
マ
の
出
没
は
前
年
よ
り

３
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

散
歩
中
に
ク
マ
と
遭
遇
し
た
方
や
丹
精
込
め
た
農
作

物
の
被
害
を
受
け
た
方
々
が
、
今
後
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
も
対
策
の
強
化
が
必
要
だ
。

問
ク
マ
の
出
没
区
域
が
広
域
で
あ
る
た
め
、
寒
河
江

市
で
電
気
柵
設
置
は
で
き
な
い
か
。 

市
山
形
県
で
は
、
地
域
で
ま
と
ま
っ
て
電
気
柵
を
設

置
す
る
事
業
に
対
し
１
０
０
％
の
補
助
事
業
が
あ

り
、
本
市
で
も
利
用
実
績
が
あ
り
ま
す
。
積
極
的
な

活
用
を
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。   

問
ク
マ
か
ら
人
を
守
る
た
め
の
対
策
な
ど
の
現
状
は
。

市
日
頃
か
ら
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
注
意
喚
起

を
行
っ
て
お
り
、
目
撃
情
報
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

警
察
署
や
消
防
、
学
校
、
保
育
施
設
、
町
会
長
等
各

所
に
連
絡
し
、
広
報
車
や
看
板
に
よ
り
周
知
し
て
い

ま
す
。 

問
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
被
害
対
策
は
で
き
な
い
か
。

市
ド
ロ
ー
ン
や
通
信
型
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
実
証
事
業

の
結
果
、
一
定
の
有
効
性
は
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

被
害
の
多
い
中
山
間
地
で
は
使
用
範
囲
が
限
ら
れ
る

た
め
、
今
後
の
技
術
的
な
進
歩
な
ど
を
注
視
し
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。 

月
光
裕
晶

月
光
裕
晶  

議
員
議
員

伊
藤
正
彦

伊
藤
正
彦  

議
員
議
員

佐
藤
耕
治

佐
藤
耕
治  

議
員
議
員

保留児童をなくす施策を保留児童をなくす施策を

過去には本市でも被害が 過去には本市でも被害が 

丹精込めたさくらんぼと丹精込めたさくらんぼと
枝折れ被害枝折れ被害

録画映像は録画映像は
こちらからこちらから

録画映像は録画映像は
こちらからこちらから

録画映像は録画映像は
こちらからこちらから
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４
月
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の

年
間
時
間
外
労
働
時
間
が
短

縮
さ
れ
、
人
材
不
足
か
ら
全
国
的
に
輸
送
体
制
が
脆

弱
に
な
っ
て
き
て
い
る
。さ
く
ら
ん
ぼ
の
専
用
便
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
廃
止
さ
れ
、
料
金
値
上
げ

が
行
わ
れ
た
。

問
流
通
体
制
見
直
し
に
よ
る
さ
く
ら
ん
ぼ
等
の
鮮
度

低
下
と
農
業
経
営
へ
の
影
響
は
。  

市
物
流
業
界
で
は
、
働
き
方
改
革
に
対
応
し
た
流
通

体
制
構
築
の
た
め
、
荷
主
側
（
生
産
者
）
と
も
対
話

を
し
て
い
く
動
き
が
あ
り
、
地
元
農
協
で
も
影
響
の

出
に
く
い
流
通
体
制
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
公
共
交
通
等
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
伴
う
市

民
生
活
へ
の
影
響
は
。  

市
市
民
へ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
、
事
業
者
へ
の
支
援

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
と
共
に
、
県
や
国
全
体

の
課
題
と
も
思
い
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
対
策

を
要
請
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
第
二
種
免
許
取
得
経
費
の
補
助
等
で
人
材
確
保
を
。

市
市
で
は
、
令
和
６
年
度
に
第
二
種
免
許
取
得
経
費

の
一
部
に
つ
い
て
支
援
予
定
で
あ
り
、
県
の
補
助
制

度
と
併
用
す
る
こ
と
で
実
質
的
な
負
担
を
な
く
し
、

事
業
者
の
運
転
手
確
保
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

  

　
日
本
で
は
、
７
分
に
１
人

が
心
臓
突
然
死
で
亡
く
な
っ

て
い
る
。
救
命
に
は
迅
速
な
心
肺
蘇
生
と
電
気

シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
に
な
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
優
れ
た
効
果
を
発
揮
で
き
る
。 

問
閉
館
し
た
施
設
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
不
可
能
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
へ
。 

市
市
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
箇
所
数
は
、
公
共
施
設
な
ど

67
ヵ
所
で
、
24
時
間
使
用
可
の
施
設
は
寒
河
江
警
察

署
の
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
コ
ン
ビ
ニ
へ

の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

問
救
急
車
の
到
着
に
時
間
を
要
す
る
地
域
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

屋
外
保
管
ボ
ッ
ク
ス
設
置
へ
の
補
助
を
。

市
救
急
車
の
到
着
に
時
間
を
要
す
る
中
山
間
地
域
の

屋
外
保
管
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
誤
作
動

の
対
応
な
ど
の
課
題
も
含
め
、
地
域
と
の
話
し
合
い

を
行
う
な
ど
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
の
経
済
喚
起
策
は

も
う
必
要
で
な
い
の
か
。  

市
商
品
券
事
業
等
の
実
施
は
市
内
経
済
の
状
況
や
国
、

県
の
施
策
動
向
を
踏
ま
え
、
関
係
団
体
等
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
、
必
要
性
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
し
検

討
を
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
渡
邉
賢
一

渡
邉
賢
一  

議
員
議
員

安
孫
子
義
徳

安
孫
子
義
徳  

議
員
議
員

寒河江駅前の寒河江駅前の
バス・タクシー乗り場バス・タクシー乗り場

施設に設置しているAED施設に設置しているAED

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
24
時
間
使
用

可
能
に

物
流・公
共
交
通
業
界
の
２
０
２
４

年
問
題
と
人
材
確
保
対
策

録画映像は録画映像は
こちらからこちらから

録画映像は録画映像は
こちらからこちらから

本
市
の
地
域
づ
く
り

の
基
本
的
な
考
え
方 

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
地

域
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

し
て
き
た
。
地
域
力
や
住
民
力
を
結
集
し
知
恵
と
勇

気
と
行
動
力
を
発
揮
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
。

問
今
後
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
現
在
は
４
名
が
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

新
た
な
分
野
で
の
活
動
を
検
討
し
、
任
期
中
の
活
動

が
充
実
し
、
任
期
終
了
後
も
寒
河
江
市
に
定
着
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
今
後
の
集
落
支
援
員
の
活
用
予
定
は
。  

市
集
落
単
位
で
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
集
落
の
維
持
と
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
集
落
支
援
員
の
積
極
的
な
活

用
に
つ
い
て
地
域
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
令
和
６
年
度
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
推
進
の
た
め

の
取
り
組
み
は
。

市
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
外
部
講
師
を
招
聘
し
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
と
住
民
同
士
の
交
流
促
進
を
図
る
な
ど
、
地
域

づ
く
り
活
動
を
更
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

佐
藤
政
人

佐
藤
政
人  

議
員
議
員

田代の雪明かり田代の雪明かり

録画映像は録画映像は
こちらからこちらから
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議会日誌
　寒河江市議会はさまざまな分野について日々調査・研究を行っております。

　今回は総務産業常任委員会および厚生文教常任委員会が実施した意見交換会

の様子をお伝えします。

総務産業常任委員会の総務産業常任委員会の
意見交換会意見交換会

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、
本
市

農
業
や
新
規
就
農
者
へ
の
行
政
支
援
等

の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
た

め
に
「
寒
河
江
市
農
業
担
い
手
の
会
」

の
皆
様
と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
団
体
か
ら
は
、
行
政
か
ら
支
援
を

受
け
る
た
め
の
窓
口
が
煩
雑
で
あ
る
こ

と
や
新
規
就
農
す
る
際
の
設
備
投
資
、

就
農
・
規
模
拡
大
の
際
の
農
地
の
取
得

等
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
本
委
員
会
で
は
、
昨
年

度
か
ら
集
中
的
に
農
業
施
策
に
関
す
る

調
査
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
い
た
だ
い

た
意
見
を
基
に
農
業
施
策
の
改
善
に
貢

献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

厚生文教常任委員会の厚生文教常任委員会の
意見交換会意見交換会

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、「
寒

河
江
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」

の
皆
様
と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
団
体
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
は
担

当
業
務
の
多
様
化
や
業
務
の
範
囲
が
不

明
確
で
あ
る
こ
と
、
民
生
委
員
児
童
委

員
の
役
割
に
つ
い
て
市
民
へ
の
周
知
が

不
足
し
て
い
る
た
め
に
訪
問
拒
否
と
い

っ
た
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
等
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
担
い
手
不
足
の

問
題
も
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
は
特
に

深
刻
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

３
月
19
日
、
右
記
の
問
題
点
の
ほ
か
委

員
会
内
で
検
討
し
た
事
項
を
担
当
課
で

あ
る
福
祉
国
保
課
へ
伝
達
し
ま
し
た
。

今
後
も
議
会
と
し
て
課
題
改
善
の
た
め

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

小
中
学
校
教
育

　
２
月
下
旬
と
３
月
上
旬
の

毎
日
新
聞
、
田
原
総
一
朗
の

「
日
本
の
教
育　
問
題
は
何
だ
!?
」
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
あ
な
た
の
い
ば
し
ょ
」
理
事
長
大
空
幸
星
さ
ん

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
載
っ
て
い
る
。
国
内
の
30
万
人

の
不
登
校
問
題
を
語
っ
て
い
る
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
活
動
内
容
は
。

教
陵
南
中
の
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
へ
の
支

援
や
南
部
小
の
「
南
部
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
支
援
等
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働

の
推
進
に
つ
い
て
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
学
力
向
上
支
援
員
と
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
活

動
状
況
は
。

教
学
力
向
上
支
援
員
は
、
通
常
学
級
に
お
い
て
学
習

指
導
の
補
助
を
行
い
、
特
別
教
育
支
援
員
は
、
特
別

支
援
学
級
等
に
お
い
て
、
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
児

童
生
徒
の
学
習
や
生
活
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
不
登
校
児
童
生
徒
対
応
策
は
。 

教
寒
陵
ス
ク
ー
ル
の
充
実
に
加
え
、
登
校
し
て
も
教

室
に
行
け
な
い
、
別
室
登
校
の
生
徒
の
指
導
支
援
を

行
う
教
育
相
談
員
を
３
中
学
校
に
新
た
に
配
置
し
、

教
育
相
談
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

荒
木
春
吉

荒
木
春
吉  

議
員
議
員

コミュニティスクールでコミュニティスクールで
衆知結集衆知結集

録画映像は録画映像は
こちらからこちらから
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■
発

行
　

寒
河

江
市

議
会

　
■

編
集

　
寒

河
江

市
議

会
広

報
委

員
会

　
■

印
刷

　
寒

河
江

印
刷

株
式

会
社

　
こ

の
市

議
会

だ
よ

り
の

用
紙

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

日 月 火 水 木 金 土
5/
19

20 21 22 23 24
招集告示

25

26 27 28
請願・陳情
締切日

29
議会運営委
員会

30 31 6/
1

2 3
本会議

（議案説明）

4
議案調査日

5
議案調査日

6
本会議

（一般質問）

7
議案調査日

8

9 10
本会議

（一般質問）

11
議案調査日

12
議案調査日

13
本会議（質疑）
予算特別委員会、
委員会・分科会

14
委員会・分科会

15

16 17
事務処理日

18
事務処理日

19
事務処理日、
議会運営委員会

20
予算特別委員会、
本会議（採決）

21 22

より近くに。
時代に合わせた発信

６月定例会の日程（予定）

市議会ホームページを
見てみませんか

ＣＬＡＡＰＩＮ ＳＡＧＡＥを見学 編 集 後 記

寒河江市議会
ホームページ

寒河江市議会では、ＳＮＳによる情報発信を行っ
ております。
いいね！やフォロー、よろしくお願いします。

議会広報委員会　荒木　春吉

　寒河江市議会では「開かれた議会」を実現するため、
ホームページで議案書等の公開や本会議等のインター
ネット中継を行っています。市議会の活動や市政の状況
を知ることができますので、ぜひご活用ください。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い合わせく
ださい。
○議会事務局　
０２３７－８５－１８９９

　ＣＬＡＡＰＩＮ ＳＡＧＡＥ（クラッピンサガエ）の
グランドオープンに先立ち、内覧会に参加しました。子
どもたちの「アソビ」や「マナビ」のためのさまざまな
工夫がなされていました。笑顔あふれる施設となること
を議員一同楽しみにしています。

傍聴を希望される皆様へ　
　開会時間はいずれも午前９時30分です。日程が変更になる
場合や傍聴をご遠慮いただく場合があります。

請願・陳情の締め切り
　６月定例会の請願・陳情は「５月28日（火）正午まで」に
議会事務局へご持参ください。

　能登半島地震お見舞いと小紙精読を申し上げます。
昨秋の10月5日に東ソーアリーナであったミジンコ
博士坂田明トリオの演奏を聴いた。映画「ひまわ
り」の主題歌と谷川俊太郎詞武満徹曲「死んだ男の
残したものは」の2曲が印象に残った。戦火に哭く
のはいつも老人、子ども、女と決まっています。世
の中では老人は図書館、子どもは将来と呼んでいま
す。か弱きものは大切にしたい。サックス奏者の坂
田氏はミジンコを眼の中に入れても痛くないほど可
愛がる小動物愛護者の顔も併せ持っています。小動
物と植物を愛で、本市の自然を眺めて編集術の充実
に努めます。

＠sagae.gikai ＠sagae_gikai ＠sagae_gikai
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